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近年、デザインという用語は美術の領域だけでなく、日常的な言葉として私達の生活の

中に入り込んできている。そして、デザインの意味する内容も理解の普及がなされて、構

造や行為、発想などの深層的な内容 までも関わることが認識し始められている。

美術科教育としても 、美術の領域上の表現分野としてデザインを扱うのではなく、児

童 • 生徒の主体的な表現の方法としてのデザインとして捉えることが勧められてきてい

る。それは、単に自己表現だけに終始するものではなく、表現者と受容者の関係性の上に

成立する行為であり、その関係の帰結の上に視覚言語や造形要素が介在していると見なす

ことができる 。 デザイン教育は表現結果だけの領域として見るのではなく、児童 •生徒の

自由な発想から未来を見通すような表現行為を重視することで、美術教育のひとつの展開

が可能と考えられる。

本稿では、以上の ような観点から 、美術科教育でのデザインについて、自已と他者の関

係性を表現する方法としての構成、デザインと 主体的造形行為のための造形的な遊びにつ

いて考察し、具体的な教材を通して、 美術科教育におけるデザインの教材の展開について

一考する。

構成、デザインの内容について

自己表現と客観性の関係に介在する造形方法の一つとして構成、デザインがある。構成

はデザインに比べてより 自己表現の比煎が大きいが、造形要素や視覚言語のある程度の普

遍性や均質性から考えると、客観性に関わっているといえる。そして、デザインは発想か

ら作品の完成 まで、客観性と関わ りを持つと考えられる。この章では構成、デザインの教
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育内容として、教員養成での位置づけと、小 ・中学校の教材としての意義について述べ

る。

教員養成教育における美術科教育のカリキュラムは近年の大学院修士課程の設置や教員

免許法の改訂に伴いながら試行錯誤がなされている。 しかしながら、美術科教育において

は基本的なカリキュラムの構造は、戦後の新制大学の発足以来、大幅な変化は見られない

とも 言える。

美術科教育のカリキュラムの内容はつぎの 3つに分けられる。

①実技教科による教育

②美術理論による教育

③教育実践を伴う教育

①はつまり、絵画、彫刻、デザイン（構成を含む）、工芸の 4つの実技分野による表現

のための美術教育である。②は、美術理論、美学、美術史などによる理論的理解のための

教育である。③は、美術科教育、教育実習などの理論と教育実践を統合した美術教育であ

る。この 3つは美術教育の教育目的を異にしており、 ①は、表現者、制作者を育成するこ

とに関連している。②は、 美術評論家、美術史研究者などの理論家を育成することに関連

する。③は、学校教育を主とした美術教師の育成である。つまり、このことを逆に考えて

みると、 美術教師の資質としては、表現者、理論家、教育者の 3つの特性を有する人間が

望ましいと考えられる。1)そして、 美術教師となる人間には、実技と理論を統合した美術の

認識と教育実践による指導方法を備えておくべきであろう 。

以上のようなカリキュラムにおいて、構成は実技分野において、無目的、無様式の表現

形式と実験的造形方法によって、制作者の育成の一面を担っている。そこで為される作品

は往々にして、絵画、彫刻、工芸、デザインの何れの分野にも範賭として規定できないも

のを対象としている。そのようなシステムはバウハウスやヴフテマスのような歴史的経緯

から創出されたものでもある。2)

本来、構成は美術教育の基礎を担うものであり、特定の表現分野ではなく、むしろ、何

れの表現分野にも通じる特性を備えている。表現形式の問題ではなく、表現のための思考

方法に構成の存在があるといって よい。従って、コンピューター・グラフィ ックスとか幾

何学形態による平面や立体の構成というものだけが構成の概念を示すのではなく、むしろ

それらは全く 別のものであり、コンピューター・グラフィックスはグラフィックデザイン

であり、立体構成は彫刻や工芸あるいは生産デザインに関連する表現分野となるのであ

る。

教員養成教育においては、造形の思考のための構成を重視すべきであり、その表現はむ

しろ従来の表現分野と重複しているが、構成の概念を否定するものではない。ヴィジュア

ルデザインと関連するものであ っても、絵画や彫刻作品と重複するものでもよいのであ

る。小、中学校の教員養成を具体的に考えるならば、むしろ、それらの表現分野を対象に

した表現形式の造形思考や造形感覚を育成することが望ましいであろう 。すべての造形表

現は常に、時代、地域、思想などに影響される側面を持っており、それらを有機的に関連

づけるのが構成であると考えられる。

このような観点で、構成、デザインの教材は中学校美術科で具体的に取り扱われてい

る。構成は造形の基礎として導入された教材であるが、呼称としては、ベーシ ック ・デザ

インあるいは基礎造形と 言っ たほうが意味内容からして適切であると思われる。中学校美
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術科では、デザインの教材と関連づけて解説されており、それは構成、デザインに共通す

る非再現的造形方法による共通項で理解することができる。 しかしながら、構成やデザイ

ンは造形表現上のひとつの固定化した領域に留まるのではなく、前述のような有機的関連

を表現領域の中で相互に持つものであり、造形方法も 写実や再現といったより広い領域の

方法論を取り入れることが望ましいであろう 。

2 造形遊びと構成

造形遊びは小学校の低・中学年に導入された新しい発想の教材である。平成元年の学習

指導要領の改訂において 4学年まで取り入れられることにな った。造形遊びは構成、デザ

インの表現と直接関連づけられないものであるが、児童の自由な発想を重視し、様々な表

現に発展することを助長するものものである。そうした意味から、この章では、小学校の

教材である造形遊びについて考察し、次章の教材の理解の前提とする。

昭和52年の学習指＃要領の改訂において、 「造形的遊び」 （平成元年の改訂では 「造形

遊び」とされた）という教育内容が小学校低学年の図画工作科にとり入れられ、平成元年

の改訂では 4年生まで発展的に拡大された。それは、活動の過程や行為を重視する美術教

育の導入であり 、結果としての作品よりも造形活動そのものを重視する考え方に基づき、

造形の素材に親しみ、遊びを通して自由な発想を育むものである。

造形遊びは児童が進んで造形活動をすることを楽しみ、材料に対する多様な体験をし、

造形感覚や造形的発想など造形することの基盤となるものを培うとともに、自分らしさを

発揮し、その子らしい造形活動に取り組み、その喜びを味わう主体的な子どもを育てるこ

とをねらいとしている。これは、 美術科教育全体の目的であるともいえる。造形遊びの導

入は美術教育が人間形成を行うという大前提に立ちながらも、ややもすると狭い表現分野

での作品主義に陥っていた点を補い、子どもの自主的、主体的な造形活動をより重視し、

そこに創造的な人間形成の目標を定めようとするものである。

造形遊びは遊びの目的がそうであるのと同じように、作品を作ることを最終的な目的と

していない。造形活動の結果としての具体的な作品を重視するのではなく、造形活動その

ものに重きをおいている。造形遊びは子どもの身の回りにある様々な素材との触れ合いに

よってなされる材料体験でもある。この材科体験を通して、柔軟な感受性、創造力をはじ

め、材料の色や形、質感などの造形感覚や造形的思考を養うことが可能となる 。そして

様々な材料に対する多様な体験は、主体的に活動する能力を育てることとなる。造形遊び

はこのような面において造形することの喜びや楽し さを味わうだけでなく、すべての造形

活動の創造的発想や、美的構造の認識の基礎となるものであり、色や形による造形の基礎

能力の育成という点において、創造的な造形活動であるととらえることができる。

造形遊びの内容は、大きくまとめると 3つにまとめることができる。3)lつは、材料をも

とにした全身的な造形活動である。 さまざまな材料や場所に興味関心を持ち、それ らを生

かしながら、身体全体を使った大きな表現を目指す造形活動である。 2つめは、 自然や人

工の材料の色や形などのおもしろさや不思議さなどから、連想や発想をしていく活動であ

る。 3つめは、人工物や自然物の身近な材料による初歩的な構成的な遊びである。材料を

並べる 、積む、版にして写すなどの活動であり、子どもたちが本能的に行う造形活動であ
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る。また、このような活動は楽しみながら創造的な活動を経験できるという点において、

造形活動の基礎となり得る。そして、これらの活動は個々に独立して行われるものではな

く、遊びという無様式な活動に即して複合的に行われるのが現実である。

このように、造形遊びの内容は、造形の基礎的活動であり、様々な分野へと発展するこ

とのできる総合的な活動と捉えることができる。つまり、造形遊びは総合的な活動である

と同時に、小学校の初歩的な活動でもあり、造形活動の基礎を培うものである。 したがっ

て、造形遊びはすべての造形活動や創造的発想、美的構造の認知の基礎となり、色や形に

よる造形の基礎能力を養う総合的な造形活動であるという点において、構成学習の初歩的

段階であると捉えることができる。4)

そして造形遊びにおける造形方法は、無様式で自由な発想を、遊びというプロセスの中

で有効に機能させながら、材料、形、色などそのものが作り出す造形美、造形秩序へとつ

なげる創造活動であり、構成の造形方法の初期的段階と考えられる。構成的造形方法を造

形遊びに用いるということは、材料表現の可能性や造形感覚の広がりや深まりを意味し、

総合的な造形活動を促すこととなるのである。

3 中学校のデザインの教材例

中学校美術科のデザインの学習では、生徒の生活環境に適応した題材がとりあげられて

いるが、デザインの教材を単に適応表現や機能表現としてだけ捉えるのではなくて、造形

表現のダイナミズムとして捉え、心情的な内容を取り扱うことも生徒の精神的発達を考慮

するならば、必要な教材となる。

平面構成やデザインの題材を静的で枠にはまったものとして捉えるのではなく、生徒の

もつ精神性を鑑みて題材の選択、開発を行う必要がある。ここでは前章までの造形におけ

る遊びを踏まえて、個々の生徒がもっている感性に触れるような題材として、自分の名前

から発想されるイメージを造形表現する内容をとりあげた。個々の感性をより豊かにする

ために、発想段階でワークシートを使用して、その豊饒を試みた。

美術科学習指導案

山口大学教育学部附属山口中学校 1年C組 1992年5月29日 指導者 大野和規

1 教材 思いを表す一文字のデザイン （平面構成）一

2 教材のとらえ方

(I) 生徒は、伝達としてのデザインに大変興味をもっている。

中学生ともなれば、広く社会に目を向け始める時期でもあり、自己の「思い」を表現す

る意欲を強く感じるようになる。さらに、自分をとりまくものがメディアそのものである

といっても過言でない環境とあいまって、視覚伝達デザインに大変興味をもっている。

しかし、小学校では、特に用途を主とした学習 （たとえばメッセージカードの制作な

ど）であったため、デザインにおける知識面の理解や、技能面の習得などがしっかりとは

身についてはいない状態である 。 したがって、発想段階でイメージがうまくつながらな

かったり、制作段階で技術面のつまづきが生じることは予想される。 しかし、視覚伝達デ

ザインに興味をもっているから、最後まで意欲的に活動に取り組むものと思われる。
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(2) デザインの能力を総合的に高めることのできる教材である。

本教材は、生徒のそれぞれの名前を素材にして、レタリング・文字のデザイン•平面構

成を同時に学習させようとするものである。 レタリングの基礎的技術、目的に応じてデザ

インができる力、平面構成としてのデザイン的要素を理解する力を身につけることは今後

のデザイン学習の展開に大きな影響を与えると考えている 。そのため、 「自己紹介カー

ド」として完成させるという目的意識ももたせながら総合的に学習させることにした。

また、視覚言語としてのデザイン学習という考え方によっても成り立っており、生徒の

もつ完成も大いに表出させることができる教材である。

(3) 各段階毎に自分の思いを見つめさせることで、より深く「思い」を追究させたい。

作品が上手に仕上がったとか、レタリングがバランスよく描けたとかに重点を置いた指導

は色彩についての知識やそれぞれの技法を単に押しつけただけで終わる可能性が高い。生

徒一人一人が造形活動をとおしていかにイメージをふくらませ、どうように自分らしい上

夫をしている かを大切にしたいと考えている。

そこで、自分の名前に対するそれぞれの思いを色彩と構成でどう人に伝えるかをねらい

として指導していきたい。そのためには、さまざまに発想を広げ、形や色の美 しさを感じ

とらせる 工夫が必要になる 。さらにいえば、そのことが「美的感性」であると考えてい

る。

具体的に、以下のこと を留意して指導していきたい。

① ワークシートなどを使用し、さまざまに発想を広げ、 「思い」を多面的に分析させ

る。

② デザインにおける知識理解や技術の指導を工夫し、表現活動を援助する。

③ 完成した作品を「自己紹介カード」として使用することで、意欲の高揚と喚起を図

る。

④ 発想・制作の各段階ごとに課題意識をもたせながらそれを解決する場を設定する。

3 学習計画

(I) デザインについて知る。 .......... . 

(2) 名前に対する「思い」を追究しながら、画面構成をする。

(3) 配色計画を立て、彩色する 。 •.．

(4) 自己紹介カードとして仕上げる。 ・

(5) 完成作品を発表し、相互鑑宜する。

間

間

間

間

間

時

時

時

時

時

4

4

5

2

1

 

•••• 

教材のまとめ

デザインの教材では技術や技法の習得も必要であるが、それ以前の造形の発想が重要で

ある。生徒・一人一人の思いをできるだけ直載に色と形に表現させるために、この教材では

いくつかのワークシートを用いて生徒の発想を促すことにつとめた。 （図 1~ 4)また、

授業の流れとしては表 1のよ うに学習内容を明らかにし、それに対応する教師の援助活動

に幅をもたせて生徒一人 一人の思いを重視した。そのことにより、 生徒の個々の感性を豊

かにすることが期待でき、加えて、 一人一人のテーマに収敏する 表現技術や技法の習得を

促すことができた。

この教材は従来の「自然物からの構成」に代わるものであるが、教材の特徴としては次

のようなことが考えられる。
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① 表現のための技術や技法が、単に機械的な作業にとどまらず、生徒の思いを豊かにす

ることができる。

②この教材ではテーマが一人一人違っているので、出来上がった作品に多様性がみられ

る。（図5~ 1 2) 

③ 出来上がった作品において個々の名前が読み取れるものと、そうでないものとがある

が、テーマを越えて造形的なおもしろさを追求するものもあり、その意味では構成とデ

ザインの内容を重複することができる。

このように、この教材では平面構成を従来のように静的なものとして捉えるのではな

く、表現の多様性に向かうダイナミズムとして捉えた。そのことにより生徒一人一人の感

性を豊かにすることが可能と思われる。
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学冑内容及び学胃話動 敦鰤のおもな援助活動 時間

〇デザインについて知る． 〇ザ多樋のデザインを知ることで年括デ
インを広鶉にとらえさせ、

に頑大な・1111わりをもっていること
を環解させる．

〇色の鴨躙や構成の基本につ 0デザインの基慶的な内害を鰤攣に
いて躙鱗する． 厚解させる．

・1彩色と鱗影色 ・色影の感寛トレーニングとして
鋼一次 ． の三賽素 とらえる． 4 

・・配織成色の方法 • 9翡 悶 ？ 出99翌と統一）・養的秩序

0レタリングについて輝疇す 0レタリングの意縄や鶉しさを重点
る． 的に躙鱒させる．

．哨輌体 ・ポスターなどを●・考響怜にし性て輌 レ
・ゴシック体 タリングのもつ や を

輝鱗させる．

〇文字のデザインについて考 〇文字のもつ意衰膝を文字をデザイン
える． することで現させる．

．感情をもつデ文字ザや駁哨的せな文柔字載
をいろいろ インさ 、
に碍想させる．

・グルーブ広括げ動を取り入れ、見蝿
の暢を させる．

|”"で＂瓢的にグルーブ t” "し1J入れ、和Jの心ゃ枝 1
糾）JO)＂り上を図る．

謂二次 4 
0名前の由来について知る．

0名前に対す現る自鑽分しの恩名いを櫓よを＜鵬●に気にじ
ることで の前もの明さ
づかせ、賽` たいの
させる．

0名蔚をデザインする． 0名ザ闘のもつ意せ畷をもとに文字のデ
インをさ る．

•いろいろな発慧で追売させる．

0名前のデザインを平面織成 〇文字のデザ合インをもとに菌織名成前に
する． 対せする繊 的な思いをiii さ

る．

・織成について真賓おさえる．

0思い9をtより檜＜喪環できる
配色画を立てる．

嗜塁的な配色Itiiiを立てるように
する．

・廣色の感fflや配色のポイントを阿
おさえる．

鯖三次
・配；カーきドを利用うし、さ息せいが＋
分現でるよに る． 5 

〇貴色する． 0讀色の基本的な技術を身につけさ
せる．

［・批几の横い }j
・ スターラーの..ぬ1)や響i点うlきのり？
・色の など

0自己紹介カードとして仕上 0自己紹介の記事がを考え、とレイ作アウ
げる． トを意●仕しなげ ら、ひ つの 品

第四次 とし て 上 さ せ る ． 2 

・レタリングについて再廣おさえ
る．

〇完成作品を晃衰し、相互鑑
賞をする．

〇教室全体に展示し、鑑貫させる．

鯖五次
・友作達をの作品返のよさを見見し、綱

ふり させる． 1 

．艦貫のポイントを11J1●どにさせ、さ
艦貫カードに鴫想な を記入
せる．

表 1 「思いを表す」 学習の流れ
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色について 1年（ ）絹 氏名（

す色-[白•島・灰色 ―·…•I
か・賣など―--I I 

す =JJJ(邑 I II I I I 
E 色の三濯亨

にこ一
す色立体の縛造

寓

（うす I,）ヽ

己三

↑ 
（涵しヽ） （日る"‘)

囀
廣 （に二,.$,.,ヽ） （暉 I,）ヽ

↓ （町曾しヽ ）
（纏 II,）ヽ

I色の岬やかさ 1

饂 ＜ 鬱廣 ） 富

l'.3F" 1 2 の色を 似 て い る J直に血べたものを I Iという．

すエいの色を弓 1 8立た迂合う四伍を 1 |の四保という—

膚 ｀ 色 鉛 筆 で実 に 試 し て み よ う ．
はで な感 じの罷色 じみな惑じの酉己色

輻い感じの配色 重い感じの配色

明るい感じの配色 町 II,ヽ惑じ 0 匹色

贖かい感じの配色 雫しヽ感じの酉己色

▽ 

図 1 ワークシート：色について

-180 -



レタリング（明朝体とゴシック体） 年 眉氏名（
1.明 朝体とゴシック体につしヽて知 ろ う っ

"＂＂拿 I Iゴシック体1

y
ク
H

ヽヽ違の体ク

●

ッ

糟

ジ
の

コ

体

と

輌

体

囀

闇
*

-

『

剛

―

’

＊
 

I I 
＊ゴシック体の特戴

2 ．明剛体とゴシック体で自分の名前をかいてみよう．

＜咽鴫体＞

I . .......... . .. . . ...... ..-•「―······-·· ······· ·

！ 
ー......—••••••! . .... ..... .. ............. ..

I 
l 

＜ゴシック体＞

,••1. 

．
 

3 ．次にかくとき気をつけたい点

［ 
図 2 ワークシート：レタリング
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文字をデザインしよう 1年（）綱（）書氏名（

1. 「雨jという文字をデザインしてみよう．

「折Jという文字をデザインしてみよう．

※ デザイン化する蠣合、飼からイメージしたらいいだろうか．

（ ）  （ 
（ ）  （ 

2.自分で1T-きな文字を遍び、デザインしてみよう．

※ ｛デザイン化するい、何からイメージしたらいいだ〗うか．『考えた以外のイメージの方法を書こう． ｝ 

図 3 ワークシート：文字のデザイン
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名前をデザインしよう 1鱒（）饂（）書氏名（

1. l!I分の名鱒に贄するいろ 9ヽ ろな「鳳い」の中で、自分がデザインで一●賓鴫したい「鳳いJは何だろうか．

2. a分が一●攣鴫したい「鳳い」をどうイメージしてデザイン化すればいいだろうか．

ー
） （ 

ー

ー

．＇ 友遍からの●● ●アドバイス 友量からの●●●アドバイス

ー ー

さあ、これからどうする？ さあ、これからどうする？

n> 
no 

0：協は開霊ば批

図4 ワークシート：名前のデザイン
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図5 「雅」のテザイン 図6 「穂」のデザイン

図7 「アスカ」のデザイン 図8 「建」のデザイン

図9 「清」のイメージ 図 10 「泉」のイメージ

図 11 「真」のイメージ 図 12 「高尚」のイメージ
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4 デザインの教材の展望

以上は、美術科教育における遊びとデザインの教材例を見てきた。デザインの教材を美

術教育の内容の領域として捉えるのでなく、デザインの教材を教授、学習することによっ

て、造形表現全般への拡がりや発展を期待しようとするものである。

デザインは美術科教育のなかで、適応表現や機能表現の一分野として捉えられがちであ

るが、本来、デザインは造形行為のための思考であり、ダイナミックな造形表現へのエネ

ルギーである。デザインによって出来上がった作品は視覚伝達デザインやインダストリア

ルデザイン、環境デザイン、建築デザインといったように、表現の領域に納ま ってはいる

が、その姿はいわば便宜的なものであり、個々のデザインされた作品には、文化的基盤や

歴史的経緯を含み、さらには人間の生活の未来を啓示するような精神性をも っている。も

ちろん、造形表現における機能や計画性という特質をデザインはも ってはいるが、それ以

上に理知的で精神的な作用をもっているのである。そのひとつの定義として次のような言

葉がある。 「「計画」や、 「プラン」ということばを代用してはいけない。プランは、目

的を 「与えられたもの」として不問に付し、観念の魔術に陥りやすい測定値や統計量に汚

されたことばである。プランの前に、生きたデザインがなくてはな らず、デザインこそ、

プランに魂をそそぎこみ、プランを手段の座に制御するための、まことに人間的な英知の

営みである。」5)

デザインの教材は常に人間と社会の関わりのうえに存在している。人間のよりよい未来

のための造形活動の表われなのである 。人間と社会との関わり合いは、友達、恋人、グ

ループ、級友、 学年全体、学校全体、地域社会、日本、世界など、そのレベルは様々に想

定できるけれども、少なくとも自己内部の追求だけでは成立 しないのである。それ故に表

現する人間と受容する社会との有機的関連とダイナミズムが必要とされるのである。

デザインを中学校美術科の教材として考える場合には、 2つの内容があると思われる。

ひとつは基礎造形として構成の教材であり、もうひとつはいわゆる対社会との関連をもっ

デザインの教材である。

構成はデザインの基礎として捉えるのではなく 、構成の出現の歴史的経過から見ると 、

造形表現のすべてを対象とした未来を指向した実験的な造形方法と見なすことができる。

したがって、中学校美術科で形態の単純化、立体感、空間感、動き、バランス、ヴォ

リューム、配色とい った造形の効果や造形思考を追求するもので、純粋な造形表現であ

る。そうした造形表現には制作者の個々の造形思考が培われ、また、造形的な遊びの精神

もそこに含まれるであろう 。

デザインでは平面的なものにしろ立体的なものにしても、制作者と社会の関係が成り 立

っ。そこには造形制作のための問題意識が介在し、伝達、使用、 装飾などの機能を考慮す

る必要がある。表現の方法論としては、模写や再現ではなく、問題意識に適合する構成的

方法が採られる。広義の意味では構成はデザインに含まれると考え られる。なぜならば、

デザインそれ自体が、造形表現の行為であり、広がりをもつものである。そして、構成は

その中において、分析的であ ったり、実験的であり、総合的な特質をもつか らである。構

成とデザインの表現には常に歴史的経過と現在と未来を俯廠するダイナミズムが秘められ

るからこそ、デザインは個人を充実させ社会に対応できるのである。
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